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今日の主な活動：園庭遊び 堤防（年中少の行きたい人） 

＜堤防 冬と春の間に…＞ 
  堤防の春はゆっくりです。湿ったぺちゃんこ草が

のぞいているところが少し。枝の先がほんのり白く

なっているのは、エゾノバッコヤナギの冬芽です。 

 

雪がザクザクでお尻ではもう滑れない堤防の坂

も、子どもたちにかかればゴロゴロ滑り台に！足が

埋まってもそれが楽しいのです。体もあったまり、

ほんのり春の風を感じてきました。 

雪解けのドーナツ

は春の知らせ 

キタコブシの冬芽

はスーッと爽やか

な香り 

対岸に「エゾオオカミ

がいた！」皆で遠吠え

で呼びかけました 

エゾノバッコ

ヤナギの冬芽

はふわふわ～ 

＜おはしチャレンジ頑張っています！＞ 
   

 年中さんは、お箸チャレンジにコツコツ取り組

んでいますよ。 

 

         

  

 スポンジを掴み、 

そっと移動。 

とても慎重に丁寧に・・・ 

 先に名人となった子も、そ

っと見守ります。 

 そっと・・・という姿に、

チャレンジ中の子の気持ち

と、自分のその時の気持ちと

を照らし合わせながら、考え

ているのかなと感じました。 


